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１．業績概要

2018/11
2Q

2019/11 2Q 2019/11

実績
対前年同期比

増減額
対前年同期比
増減率(%)

年間予想

連 結 売 上 高 59,164 57,712 △1,452 △2.5 125,200

経 常 利 益 1,133 1,252 119 10.5 2,800

売上高経常利益率（％） 1.9 2.2 0.3 - 2.2

(経常利益に含まれる為替影響額※1) (△245) (△99) (146) - -

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

736 887 151 20.5 1,930

売上高当期純利益率（％） 1.2 1.5 0.3 - 1.5

一 株 当 た り 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益 （ 円 ）

75.25 90.55 15.30 196.77

為 替 レ ー ト （ 円 / U S D ） 109.18 110.78 1.60 -

為替レート（円 / E U R O） 132.52 125.30 △7.22 -

（単位：百万円）

※1 経常利益に含まれる為替影響額：当社は外貨為替会計処理基準における原則法を採用しているため、為替ヘッジの影響が売上原価と営業外損益の両方に計上されます。
そのため売上原価と営業外損益両方に対する為替ヘッジの影響額を記載しております（詳細はP28以降の参考資料をご覧ください。）

※2 当社は、2019年５月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して「１株当たり

四半期純利益」を算定しております。

（財務数値の表示は端数切り捨て）

※2 ※2
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２．部門別売上高および数量推移

2018/11 2019/11

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 年間予想

部 門 別 売 上 高

乳 原 料 ・ チ ー ズ 21,972 21,839 21,856 19,621 21,109 21,566 92,270

食 肉 加 工 品 3,337 3,279 2,990 2,969 2,941 3,162 15,320

アジア -乳原料販売 3,436 3,866 3,128 4,147 2,992 4,310 14,330

アジア-チーズ製造販売 499 498 554 564 658 626 2,380

そ の 他 216 218 248 195 183 160 900

売 上 高 合 計 29,461 29,703 28,778 27,497 27,886 29,827 125,200

部 門 別 数 量

乳 原 料 ・ チ ー ズ 53,509 50,658 50,149 44,127 49,784 50,354 209,320

食 肉 加 工 品 5,789 5,576 5,138 5,090 4,985 5,525 26,260

アジア -乳原料販売 11,977 14,454 11,977 14,412 11,298 16,593 54,700

アジア-チーズ製造販売 643 646 660 718 874 930 3,100

(単位：MT)

(単位：百万円)

（数値の表示は端数切り捨て）
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３．連結貸借対照表

（単位：百万円）

2018年11月末 2019/5月末 増減額

流 動 資 産 46,337 45,416 △920

現 金 及 び 預 金 4,929 5,119 189

受取手形及び売掛金 15,873 14,688 △1,184

棚 卸 資 産 25,216 25,149 △66

流 動 資 産 そ の 他 318 458 140

固 定 資 産 2,630 2,429 △201

有 形 固 定 資 産 597 507 △90

無 形 固 定 資 産 39 33 △6

投資その他の資産 1,994 1,888 △105

※ 資 産 合 計 48,967 47,845 △1,122

買 掛 金 11,173 11,812 638

有 利 子 負 債 20,948 18,977 △1,971

負 債 そ の 他 2,413 2,465 51

※ 負 債 合 計 34,536 33,254 △1,281

純 資 産 14,431 14,590 159

負 債 ・ 純 資 産 合 計 48,967 47,845 △1,122

▌ 主な増減要因

– 売掛債権の減少
売掛債権流動化による債権回収
の早期化

– 買掛金の増加
商品仕入れの増加

– 有利子負債の減少
短期借入金の返済

（財務数値の表示は端数切捨て、内訳は主要項目のみ記載）

※「『税効果会計に係る会計基準』の一部改
正」（企業会計基準第28号平成30年２月16
日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か
ら適用しており、繰延税金資産は投資その他
の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定
負債の区分に表示しております。
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参考資料：為替関連
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当社の為替リスクと会計上の表示について

◼当社は基本的に為替リスクは負わないビジネスモデル。

海外仕入先との外貨建て仕入契約締結と同時に、国内顧客と円貨の販売契約締結。

その際、仕入外貨額に対する為替予約をすることで為替リスクをヘッジしている。

但し、当社は会計処理基準における原則法を採用しているため、会計上の表示が特徴的。

1. 売上総利益と営業外損益（為替差損益）の表示に常に影響。

2. 決算期末をまたぐ取引（翌期以降に販売）は期間損益の表示に影響が発生。

■表示の特徴

取引の段階に応じて、計上に使用する為替レートが異なるため、

取引の途中段階において、為替差損益が生じる。

最終的には当初の為替レートにより計上された売上・売上原価になるので実質的な利益に

影響はないが、売上計上前の取引の途中段階においては

①売上総利益と営業外損益の表示に影響するほか、

②計上が期間をまたがることにより、期間損益に影響する。
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売

上

売

上 売上原価

売上原価

売買取引のイメージ（為替の影響）

実質的利益

実質的原価
（＝仕入決済額）

売上総利益

売上原価

為替レート
変動なし

実質的利益

為替レート
円高

売上総利益

①売買契約時点 ②船 積 時 点 ④販 売 時 点

■為替予約（①時点レート）
※同時期に行う処理
■仕入先と外貨建て契約
■販売先と円建て契約
＝実質的な利益確定

■仕入計上
＝実勢為替レート
（②時点レート）

■売上計上
（①時点で契約した
円建金額）

2~3ヵ月

為替差益(営業外)

③仕入決済時点

実質的利益

為替差損(営業外)

■①と②時点の
為替変動差を
為替差損益として
計上

処理

売上総利益
為替レート

円安

為替レートが変動しても、実質的な利益には影響しない。

売上原価

円高

売

上

売

上

売

上

取引終了時(④まで終了)
④の販売まで終了した時
点では、①～④時点の処
理が通算され、①時点の
実質的利益及び実質的原
価と同額が会計上も計上
される。

取引が途中で決算を
むかえた場合
③時点と④時点の間に期
末をむかえた場合、先行
して、為替差損益(営業
外）が計上される。

③時点では為替差益が営
業外利益として先行して
計上。
→①時点の為替予約の金
額より、②時点の仕入価
格が高くなるため

③時点では為替差損が営
業外損失として先行して
計上。
→①時点の為替予約の金
額より、②時点の仕入価
格が安くなるため

2~3ヵ月

実質的原価
（＝仕入決済額）

実質的原価
（＝仕入決済額）

売

上

円安

売上原価

売上原価


